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代謝学サマーセミナー. 仙台, 2018年 8月 

 

41. 野津雅和, 竹谷 海, 田中賢一郎, 田中小百合, 守田美和, 金沢一平, 山本昌弘, 

山内美香, 杉本利嗣. 妊娠を契機に発症したプランマー病の 1例. 第 19回日本

内分泌学会中国支部学術集会. 米子, 2018年 8月 

 

42. 和田里美, 野津雅和, 槇野裕文, 田中賢一郎, 田中小百合, 守田美和, 金沢一平, 

山本昌弘, 山内美香, 杉本利嗣. 骨代謝マーカーが診断契機となった多発性骨

髄腫の 1例. 第 19回日本内分泌学会中国支部学術集会. 米子, 2018年 8月 

 

 



43. 芝尾茉利子, 野津和巳, 並河哲志, 伊東康男, 杉本利嗣. 妊娠・出産を繰り返し、

カベルゴリン内服中止の間に下垂体出血をきたしたプロラクチン産生腫瘍の

1例. 第 19回日本内分泌学会中国支部学術集会. 米子, 2018年 8月 

 

44. 中村健志, 遠藤進一, 尾村賢司, 玉木宏樹, 西村信弘, 直良浩司, 飛田博史, 板

倉正幸, 矢野彰三. 移植患者における味覚障害に対して亜鉛製剤を使用した 3

症例. 第 11回日本静脈経腸栄養学会中国支部学術集会. 広島, 2018年 8月 

 

45. 武田美輪子, 濱野 強, 山崎雅之, 矢野彰三, 塩飽邦憲. ソーシャル・キャピタ

ルと糖尿病との関連について―中山間地域の高齢者を対象とした検討―. 第

67回日本農村医学会学術総会. 東京, 2018年 10月 

 

46. 山内美香. 教育講演 1 内科的視点が求められる骨粗鬆症診療. 第 19 回日本内

分泌学会近畿支部学術集会. 大津, 2018年 10月 

 

47. 杉本利嗣. A- TOP 研究会 Annual meeting 高骨折リスクの骨粗鬆症患者を対象

とした医師主導臨床研究 JOINT-05の症例登録状況と患者背景について. 第 20

回日本骨粗鬆症学会. 長崎, 2018年 10月  

 

48. 杉本利嗣. ロールモデルに会いに行こう 内分泌代謝内科医からみた骨粗鬆症, 

骨ミネラル代謝異常. 第 20回日本骨粗鬆症学会. 長崎, 2018年 10月 

 

49. 山内美香. シンポジウム: 骨粗鬆症の薬物治療 Update, 生活習慣病に伴う骨粗

鬆症に対する薬物療法. 第 20回日本骨粗鬆症学会. 長崎, 2018年 10月 

 

50. 山内美香. シンポジウム: 内分泌異常による続発性骨粗鬆症, ビタミン D 不

足・欠乏. 第 20回日本骨粗鬆症学会. 長崎, 2018年 10月 

 

51. 山本昌弘. シンポジウム 5: 糖尿病関連骨粗鬆症と骨密度および骨構造指標. 

第 20回日本骨粗鬆症学会. 長崎, 2018年 10月 

 

52. 金沢一平, 野津雅和, 田中賢一郎, 杉本利嗣. 2 型糖尿病における body mass 

indexと椎体骨折との関係. 第 20回日本骨粗鬆症学会. 長崎, 2018年 10月 

 

 

 



53. 田中賢一郎, 金沢一平, 野津雅和, 杉本利嗣. 2 型糖尿病男性において, 血中尿

酸値の上昇は筋量低下に関連する. 第 20 回日本骨粗鬆症学会. 長崎, 2018 年

10月 

 

54. 名和田清子, 山内美香, 山本昌弘, 杉本利嗣. 血清 25水酸化ビタミンD濃度に

影響を与える因子についての検討. 第 20 回日本骨粗鬆症学会. 長崎, 2018 年

10月 

 

55. 和田里美, 田中小百合, 山崎遥香, 田中賢一郎, 野津雅和, 守田美和, 金沢一平, 

山本昌弘, 山内美香, 杉本利嗣. 抗 GAD 抗体弱陽性で発症し 1 ヵ月後に陰性

化した高齢発症劇症 1 型糖尿病の 1 例. 日本糖尿病学会中国四国地方会第 56

回総会. 下関, 2018年 10月 

 

56. 垣羽寿昭, 山本悦孝, 山本公美, 吉岡かおり, 佐藤利昭. 当科に入院した糖尿

病症例における後期高齢者についての検討. 日本糖尿病学会中国四国地方会

第 56回総会. 下関, 2018年 10月 

 

57. 佐々木基史, 多田裕子. 40 代で発症し典型的な MRI 所見がみられなかった糖

尿病性舞踏病の 1例. 日本糖尿病学会中国四国地方会第 56回総会. 下関, 2018

年 10月 

 

58. 山本公美, 山本悦孝, 吉岡かおり, 垣羽寿昭, 佐藤利昭. 重症熱性血小板減少

症候群 (SFTS)ウイルスに感染した 2 型糖尿病の 1 例. 日本糖尿病学会中国四

国地方会第 56回総会. 下関, 2018年 10月 

 

59. 佐藤悦子, 守田美和, 新田多智子, 本田正宏, 服部修三, 中村守彦, 山本昌弘, 

杉本利嗣. 細粒化高アミロース米 100％麺の食後血糖およびインスリン分泌に

及ぼす影響. 日本糖尿病学会中国四国地方会第 56回総会. 下関, 2018年 10月 

 

60. 山本悦孝, 山本公美, 垣羽寿昭, 佐藤利昭. 療養指導への活用に向けた Flash 

Glucose Monitoringの検討. 日本糖尿病学会中国四国地方会第 56回総会. 下関, 

2018年 10月 

 

61. 山田治希, 山根晴香, 渋江 剛, 倉井みどり, 津森道弘, 山根雄幸. 療養型病棟

におけるペン型インスリン注射器用注射針の検討－看護師のアンケート調査

より－. 日本糖尿病学会中四国地方会第 56回総会. 下関, 2018年 10月 



62. 三待響子, 細川早紀, 山澤順子, 上野和子, 山根晴香, 山根雄幸. 初診糖尿病患

者の BMIに影響を及ぼす嗜好状況の検討. 日本糖尿病学会中四国地方会第 56

回総会. 下関, 2018年 10月 

 

63. 金沢一平. シンポジウム: 生活習慣病関連骨粗鬆症の病態と管理. 第 28 回臨

床内分泌代謝 Update. 福岡, 2018年 11月 

 

64. 芝尾茉利子, 野津雅和, 和田里美, 田中賢一郎, 田中小百合, 守田美和, 金沢一

平, 山本昌弘, 山内美香, 杉本利嗣. 急激に TSH が低下した慢性腎臓病を伴う

甲状腺機能低下症の 1例. 第 28回臨床内分泌代謝 Update. 福岡, 2018年 11月 

 

65. 大谷はづき, 竹野 歩, 足立奈緒子, 野津雅和, 山本昌弘, 山内美香, 杉本利嗣. 

Pembrolizumab と ipilimumab により多彩な内分泌異常を来した一例. 第 28 回

臨床内分泌代謝 Update. 福岡, 2018年 11月 

 

66. 吉田有里, 矢野彰三, 野津泰子, 新田江里, 三島清司, 長井 篤. 静脈血栓塞栓

症における Dダイマー, SF値と下肢静脈エコー所見に関する考察. 第 65回日

本臨床検査医学会年次学術集会. 東京, 2018年 11月 

 

67. 和田里美, 田中小百合, 田中賢一郎, 野津雅和, 守田美和, 金沢一平, 山内美香, 

杉本利嗣. 発症時弱陽性の GAD抗体が 1か月で陰性化した劇症 1型糖尿病の

1例. 第 119回日本内科学会中国地方会. 広島, 2018年 11月 

 

68. 菅 里加, 三宅隆明, 島崎裕正, 伊藤俊輔, 高橋 勉, 鈴木律朗, 鈴宮淳司.右腸

腰筋内出血を契機に診断した自己免疫性第 13 因子欠乏症. 第 119 回日本内科

学会中国地方会. 広島, 2018年 11月 

 

69. 矢野彰三. 教育講演: 頭頸部疾患における栄養治療について. 日本口腔外科学

会中国・四国地方部会. 出雲, 2018年 11月 

 

70. 野津雅和, 山内美香, 竹谷 海, 竹野 歩, 田中賢一郎, 田中小百合, 守田美和, 

金沢一平, 山本昌弘, 杉本利嗣. 未閉経バセドウ病女性における椎体骨折につ

いての検討. 第 61回日本甲状腺学会学術集会. 川越, 2018年 11月 

 

71. 矢野彰三, 和田幸弘, 姫野安敏, 長井 篤. 透析患者に対するデノスマブ投与に

よる骨代謝変化. 第 22回日本病態栄養学会年次学術集会. 横浜, 2019年 1月 



72. 矢野彰三, 飛田博史, 板倉正幸. 肥満者における血管機能とその評価. 第 34回

日本静脈経腸栄養学会年次学術集会. 東京, 2019年 2月 

 

73. 矢野彰三 , 野津吉友 , 安部孝文 , 長井  篤 , 並河  徹 . 日本人における血中

Trimethylamine-N-oxide (TMAO)濃度は頸動脈内膜中膜複合厚と相関しない:  

島根 CoHRE研究. 第 34回日本静脈経腸栄養学会年次学術集会. 東京, 2019年

2月 

  



［講演会］ 

1. 杉本利嗣: 骨粗鬆症治療の新たな潮流〜生活習慣病と骨代謝の接点〜. ビビ

アント学術講演会 in 福岡. 福岡, 2018年 4月 

 

2. 杉本利嗣: 糖尿病診療における骨粗鬆症マネージメント. 第 129回糖尿病教育

学習研究会 (トップセミナー). 第 168 回 IIDES 糖尿病研究会合同研究会. 第

103回 CDE兵庫県連合会研究会. 神戸, 2018年 5月 

 

3. 杉本利嗣: 骨粗しょう症の最新治療: 要介護や寝たきりにならないために. 出

雲市民フォーラム『島根大学病院の最新治療』. 出雲, 2018年 6月 

 

4. 杉本利嗣: 骨粗鬆症治療の新たな潮流〜生活習慣病と骨代謝の接点〜. 骨粗

鬆症フォーラム in 大阪. 大阪, 2018年 7月 

 

5. 杉本利嗣: 骨粗鬆症における６つのキーワード. 第１回 Osteoporosis Expert 

Forum 2018. 東京, 2018年 8月 

 

6. 杉本利嗣: 骨粗鬆症治療の現状と展望. 第 7回 MetS Forum徳島. 徳島, 2018年

8月 

 

7. 杉本利嗣: 骨粗鬆症治療の現状と今後の展望. 第 4 回千葉骨粗鬆症研究会. 千

葉, 2018年 9月 

 

8. 杉本利嗣: 糖尿病合併症からみた骨粗鬆症. 糖尿病と骨粗鬆症を考える会 in 

明石. 明石, 2018年10月 

 

9. 杉本利嗣: 糖尿病と骨代謝の接点. Joint Meeting: Diabetes and Orthopaedics. 東

京, 2018年10月 

 

10. 杉本利嗣: 健康寿命の延伸を目指した骨粗鬆症診療－ビタミンDの役割－. 

Effective Vitamin D Meeting. 大阪, 2018年12月 

 

11. 杉本利嗣: 骨粗鬆症治療の現状と展望. 第23回山口県内分泌代謝研究会. 宇部, 

2019年1月 

 

12. 杉本利嗣: 骨粗鬆症治療の現状と課題: 新規骨形成促進剤ロモソズマブへの

期待. MR Skill up Training. 福岡, 2019年1月 

 



13. 杉本利嗣: Romosozumab 開発試験成績. Osteoporosis Opinion Leaders Summit. 

福岡, 2019年3月 

 

14. 山内美香: 多様化する骨粗鬆症診療～糖尿病を含めた続発性骨粗鬆症の重要

性～. 伏見内分泌代謝ネットワーク第29回連携の会. 京都, 2018年5月 

 

15. 山内美香: 生活習慣病による骨折リスクの上昇～骨粗鬆症診療の新たな展開

～. Pfizer Premium Symposium. 東京, 2018年8月 

 

16. 山内美香: 先を見据えた骨粗鬆症診療. 第3回北九州BONE CONFERENCE. 北

九州, 2018年8月 

 

17. 山内美香: 生活習慣病関連骨粗鬆症をふまえた骨粗鬆症診療. 第5回鈴鹿市骨

粗鬆症ネットワーク研究会. 鈴鹿, 2018年9月 

 

18. 山内美香: 甲状腺疾患の治療について. 出雲甲状腺疾患セミナー. 出雲, 2018

年10月 

 

19. 山内美香: 糖尿病患者における骨折予防. 第33回いずも糖尿病合同カンファ

レンス. 出雲, 2018年10月 

 

20. 山内美香: 内科医の視点からみた骨粗鬆症治療. 阿蘇郡市医師会学術講演会. 

阿蘇, 2018年11月 

 

21. 山内美香: 生活習慣病診療で念頭におくべき疾患・骨粗鬆症. 第15回三府県内

科医会合同学術講演会. 大阪, 2018年11月 

 

22. 山内美香: 骨粗鬆症治療におけるビタミンDの意義を考える. 25 (OH)D Webセ

ミナー in February. 東京, 2019年2月 

 

23. 山内美香: 先を見据えた骨粗鬆症診療. 中越骨粗鬆症地域連携セミナー. 長岡, 

2019年3月 

 

24. 山内美香: 先を見据えた骨粗鬆症診療. 出雲骨粗鬆症カンファレンス. 出雲, 

2019年3月 

 

25. 山内美香: 健康寿命延伸を目指して～続発性骨粗鬆症を中心に～. 鳥取県中

部骨粗鬆症講演会. 倉吉, 2019年3月 

 

26. 山本昌弘: 知って納得 糖尿病の基本. 平成30年度 飛び出せ！！出雲糖尿病

療養指導フォーラム. 出雲, 2018年4月 



27. 山本昌弘: 下垂体疾患の内科治療の役割. 下垂体患者の会 山陰下垂体セミナ

ー. 松江, 2018年6月 

 

28. 山本昌弘: 高齢者糖尿病患の在宅療法支援において留意すること. 第7回雲南

糖尿病サークルin大原. 雲南, 2018年6月 

 

29. 山本昌弘: 新規糖尿病治療薬に対する期待. 内分泌代謝Update in 出雲. 島根

県薬剤師会. 出雲, 2018年6月 

 

30. 山本昌弘: いろいろ知りたい糖尿病. 益田地域糖尿病支援ネットワーク 吉賀

町糖尿病予防啓発行事 よしか健康フェスタ ～糖尿病を正しく知ろう～. 吉

賀, 2018年7月 

 

31. 山本昌弘: しっかり備えたい 糖尿病の骨粗鬆症: 今後の展望と課題. 島根糖

尿病合同研修会2018. NPO法人島根糖尿病療養支援機構, 糖尿病を考える会. 

松江, 2018年8月 

 

32. 山本昌弘: もっと知りたい糖尿病. 第2回糖尿病勉強会. 出雲, 2018年9月 

 

33. 山本昌弘: インスリン導入の現況と周術期の管理. サノフィ株式会社社内研

修会. 出雲, 2018年11月 

 

34. 山本昌弘 : メトホルミンの温故知新 . 第 15回Current Topics Lecture in 

Endocrinology & Metabolism. 島根県薬剤師会出雲支部. 出雲, 2018年11月 

 

35. 山本昌弘: 大学病院のエトセトラ－他の病院と何がちがうの？. 島大病院「ち

ょっと気になる健康講座」第253回. 出雲, 2019年2月 

 

36. 山本昌弘: 病棟における安全な血糖管理 ～ 最初の一歩 ～. 島根大学医学部

附属病院 リスクマネージャー会議. 出雲, 2019年2月 

 

37. 金沢一平: Weekly GLP-1製剤がもたらす糖尿病診療の新たな展開～われわれの

患者を護るfirst injection～. 糖尿病注射薬の『はじめの一歩』を考える会. 徳島, 

2018年4月 

 

38. 金沢一平: Weekly GLP-1製剤をもちいた新たな糖尿病診療の幕開け. Incretin 

Symposium in 八幡. 北九州, 2018年4月 

 

39. 金沢一平: 糖尿病専門医, 動脈硬化専門医からの提案, 最新の知見に基づく脂

質管理ストラテジー. 第 12回札幌糖尿病・脂質代謝研究会. 札幌, 2018年 4月 



40. 金沢一平: 糖尿病患者の明日を護る次の一手～1st injectionとしてのGLP-1製剤

への期待～. 明日の糖尿病を考える会. 倉吉, 2018年5月 

 

41. 金沢一平: 脂質異常症の新たな治療戦略～動脈硬化性疾患予防ガイドライン

2017を踏まえて～. 島根県栄養士会生涯教育研修会. 松江, 2018年 5月 

 

42. 金沢一平: 骨量低下, 骨質劣化を意識した最新の骨粗鬆症診療の考え方. 日医

生涯教育講座. 松江, 2018年5月 

 

43. 金沢一平: メタボからロコモへ, シームレスな展開を考慮した新しい糖尿病

診療のあり方. 糖尿病ハイブリッド講演会 in 出雲. 出雲, 2018年6月 

 

44. 金沢一平: 先生！骨粗鬆症って内科疾患ですよね？～生活習慣病に合併する

骨粗鬆症の重要性について～. BRIDGE (高齢者トータルケア)講演会. 仙台, 

2018年6月 

 

45. 金沢一平: 生活習慣病患者における骨粗鬆症のマネージメント～骨質を考慮

した積極的治療～. 第4回埼玉県西部骨粗鬆症リエゾンサービス推進研究会. 

川越, 2018年6月 

 

46. 金沢一平: 糖尿病患者を骨折による寝たきりから護るために, 専門医だから

できること. Incretin Expert Meeting～骨疾患予防を見据えた糖尿病治療戦略～. 

長崎, 2018年6月 

 

47. 金沢一平: 先生の患者を動脈硬化から護るために, 知って得するコレステロ

ール管理術. 脂質異常症セミナー in 益田. 益田, 2018年6月 

 

48. 金沢一平: 骨粗鬆症って内科疾患ですよね？～われわれの患者を寝たきりに

しないために内科医がすべきこと～. 松坂地区内科医会. 松坂, 2018年6月 

 

49. 金沢一平: 糖尿病の新たな合併症『骨粗鬆症』の病態と対策. 内分泌代謝疾患

セミナー. 徳島, 2018年 6月 

 

50. 金沢一平: 知って得する, メトホルミンの効果を高めるためのポイントを伝

授. 第2回糖尿病Web講演会 in SHIMANE. 出雲, 2018年6月 

 

51. 金沢一平: 糖尿病と動脈硬化. ノボノルディスクファーマ社内研修会. 出雲, 

2018年7月  

 

 



52. 金沢一平: 糖尿病に合併する運動器障害のマネージメント～先生！糖尿病患

者を骨まで愛していますか？～. 第8回武庫川糖尿病カンファレンス. 尼崎, 

2018年7月 

 

53. 金沢一平: 骨代謝とエネルギー代謝の密接な関係. 第 3回サイエンスセミナー 

IN 奥出雲. 奥出雲, 2018年 8月 

 

54. 金沢一平: 骨粗鬆症診療をワンランクアップさせるビタミン D 活用術. 江津

市医師会学術講演会. 江津, 2018年 8月 

 

55. 金沢一平: 骨量低下, 骨質劣化を意識した最新の骨粗鬆症診療と糖尿病診療

の考え方. 田辺三菱製薬講師招聘勉強会. 松江, 2018年8月 

 

56. 金沢一平: 生活習慣病における骨折リスク. Chugai Osteoporosis Expert Forum 

2018. 東京, 2018年 9月 

 

57. 金沢一平: 骨粗鬆症診療をワンランクアップさせるビタミンD活用術. 第5回

さぬき骨粗鬆症リエゾンサービス研究会. 高松, 2018年9月 

 

58. 金沢一平: 明日からできる！ゴールを意識した骨粗鬆症マネージメント. 雲

南医師会 (仁多ブロック)学術講演会. 雲南, 2018年10月 

 

59. 金沢一平: エビデンスに基づく最新の骨粗鬆症治療戦略～我々の患者を寝た

きりにさせないために～. 岩国内科医会学術講演会. 岩国, 2018年 10月 

 

60. 金沢一平: 糖尿病とサルコペニア～いつまでも活き活き生きるために～. 第4

回高齢者医療フォーラム. 神戸, 2018年10月 

 

61. 金沢一平: 骨粗鬆症診療における“ビタミンD”の重要性～我々の患者を寝た

きりにさせないために～. 出雲骨粗鬆症学術講演会. 出雲, 2018年11月 

 

62. 金沢一平: 糖尿病診療をアップグレードさせるweekly GLP-1受容体作動薬. 

Diabetes & Incretin Seminar in 雲南 (仁多ブロック). 雲南, 2018年11月 

 

63. 金沢一平: 糖尿病診療の新たな視点～超高齢社会を活き活き歩くために～ . 

高齢者糖尿病セミナー. 広島, 2018年11月  

 

64. 金沢一平: 内科医による骨粗鬆症へのアプローチ～生活習慣病と骨粗鬆症の

密接な関係～. 上東・西陣・北三地区医師会学術講演会. 京都, 2018年11月 



65. 金沢一平: 糖尿病と運動の切っても切れない関係～骨と筋肉ってとっても大

事～. 川本町糖尿病講演会. 川本, 2018年11月 

 

66. 金沢一平: こんなときどうする？高齢者糖尿病診療のベストチョイス. 大田

市医師会学術講演会. 大田, 2018年11月 

 

67. 金沢一平: EBMに基づく sustainable DM therapy～EquMet-based medicine～. エ

クメット配合錠発売 3周年記念Web講演会. 出雲, 2018年 12月 

 

68. 金沢一平: 高齢者糖尿病診療のホットな話題～Diabetic Musculoskeletal Disease: 

DMD～. Diabetes Seminar in 出雲. 出雲, 2018年12月 

 

69. 金沢一平: 変革期を迎えた糖尿病診療～SGLT2阻害薬は我々に何を齎したの

か？～. 第22回中国病院薬学研究会. 松江, 2019年1月 

 

70. 金沢一平: 高齢者糖尿病診療の新たな視点～患者さんを骨まで愛して！～ . 

糖尿病療養指導シンポジウム in 北島. 徳島, 2019年3月 

 

71. 金沢一平: 血糖コントロール不良, でも低血糖は避けたい, こんなときどうし

ますか？～グリニド薬の有用性について～. Diabetes & Incretin Seminar in 浜田. 

浜田, 2019年3月 

 

72. 守田美和: 腎機能低下患者に対するSGLT2阻害薬の使用経験から有用性を考

える. 松江地区SGLT2阻害薬適正使用セミナー. 松江, 2018年9月 

 

73. 守田美和: 今だからこそ考えるメトホルミンの注意点. 糖尿病治療Web講演会.

出雲, 2018年12月 

 

74. 守田美和: 高齢者への SGLT2 阻害薬投与について～当院での使用実態調査か

らの考察. 西部地区 SGLT2阻害薬適正使用セミナー. 浜田, 2018年 12月 

 

75. 守田美和: 糖尿病チーム医療における保険調剤薬局に対する今後の期待. 糖

尿病チーム医療を考える会～これからの病院・保険調剤薬局の連携～. 出雲, 

2019年2月 

 

76. 守田美和: メカに強くなろう－インスリンポンプ・CGM・FGM－. 第 16回島

根県糖尿病協会糖尿病療養指導研修会. 出雲, 2019年 3月 

 

 



77. 野津雅和: 血中DPP-4濃度に着目した糖尿病合併症の評価と治療. 第2回糖尿

病Web講演会 in SHIMANE. 出雲, 2018年6月 

 

78. 野津雅和: 経口血糖降下薬の安全な使用法～病診連携における持続血糖測定

の可能性～. 第143回PHIK研究会. 出雲, 2018年7月 

 

79. 野津雅和: 糖尿病治療における配合剤の位置づけ. 島根県薬剤師会出雲支部7

月研修会. 出雲, 2018年7月 

 

80. 野津雅和: もしかして甲状腺疾患？～身近に潜む甲状腺疾患の見つけ方と初

期対応～. 出雲甲状腺疾患セミナー. 出雲, 2018年10月 

 

81. 野津雅和: 安全性と有効性の両立をめざす高齢者糖尿病診療. 第2回高齢者医

療を考える会. 福山, 2018年11月 

 

82. 野津雅和: 糖尿病治療に運動療法は必要か？～AI時代の運動療法を考える～. 

島根県糖尿病看護研修会. 出雲, 2019年2月 

 

83. 野津雅和: 糖尿病治療と配合剤～メトホルミン配合剤の有効な活用法～. Web 

Conference in Chugoku. 出雲, 2019年3月 

 

84. 矢野彰三: 透析患者の骨折を予防する. 第 69 回兵庫県透析医会講演会. 神戸, 

2018年 6月 

 

85. 矢野彰三: 食事から元気に！～健康を保つには～. 平成 30 年度入間健康づく

り講演会. 雲南, 2018年 7月 

 

86. 矢野彰三: 透析患者の骨折を予防する. 第69回東北腎不全研究会. 福島, 2018

年9月 

 

87. 矢野彰三: ご存知ですか？あなたのロコモ度. 平成 30 年度後期公開講座. 松

江, 2018年 10月 

 

88. 矢野彰三: 「骨太の健康長寿計画 ～元気で長生きの秘訣は何ですか？～」. 第

82回島根大学サイエンスカフェ. 松江, 2018年11月 

 

89. 矢野彰三: 摂食嚥下障害に対するNSTからのアプローチ. 島根県歯科医師会・

平成30年度摂食嚥下支援研修会. 松江, 2019年3月 

 



90. 山根雄幸: 実践薬物療法: 私の薬の使い方教えます. 第15回島根県糖尿病協会

糖尿病療養指導研修会. 益田, 2018年9月 

 

91. 山根雄幸: ランタスXRへの切替症例. 山陰INTERACTIVE Insulin Web講演会. 

Web, 2018年9月 

 

92. 山根雄幸: ランタス XR への切替症例. インスリン治療を考える会 in 石見. 

益田, 2018年 11月 

 

93. 山根雄幸: アルコールと生活習慣病. 平成30年度健康セミナー (アルコールセ

ミナー). 浜田, 2018年11月 

 

94. 山根雄幸: 認知症を考慮した高齢者糖尿病の治療. 山陰高齢者糖尿病セミナ

ー. web, 2018年 12月 

 

95. 山根雄幸: 糖尿病腎症の病態と治療について. 平成30年度糖尿病腎症重症化

予防実践者育成講座. 出雲, 2018年12月 

 

96. 山根雄幸: 糖尿病腎症の病態と治療について. 平成 30 年度糖尿病腎症重症化

予防実践者育成講座. 浜田, 2019年 1月 

 

97. 山根雄幸: 糖尿病腎臓病とは. 平成 30 年度糖尿病療養指導士の会 研修会. 江

津, 2019年 1月 

 

98. 山根雄幸: 腎症・動脈硬化. 第 11期第 2回認定研修会. 益田, 2019年 3月 

 

99. 山根雄幸: 糖尿病と骨粗鬆症. 第 24 回 地域で支える糖尿病診療を考える会. 

松江, 2019年 3月 

 

100. 垣羽寿昭: 高齢糖尿病患者さんにおける関わり方や注意点について. 第 8回薬

局薬剤師糖尿病塾. 2018年 7月 

 

101. 垣羽寿昭: 島根県糖尿病協会の歩みを振り返って. 島根県糖尿病協会研修会. 

2018年 7月 

 

102. 垣羽寿昭: 当院におけるDPP-4阻害薬の使用状況. 地域で支える糖尿病診療を

考える会. 2018年 9月 



103. 垣羽寿昭: 当科に入院した糖尿病症例における後期高齢者についての検討 . 

第 27回島根糖尿病セミナー. 2018年 10月 

 

104. 垣羽寿昭: 初診患者への最初の一手は？～アプローチ法や薬剤選択を考える

～. Face to Face Meeting. 2018年 10月 

 

105. 垣羽寿昭: 糖尿病の薬物治療～SGLT-2 阻害薬の使用状況等について～. 第一

三共株式会社MR研修会. 2018年 11月 

 

106. 垣羽寿昭: 守ろう血管！延ばそう健康寿命！. 生活習慣病予防講演会. 2018 年

11月 

 

107. 垣羽寿昭: 医療現場から CDEに望むもの. 島根県糖尿病療養指導士第 11期生

第 1回認定研修会. 2018年 12月 

 

108. 垣羽寿昭: グリニド薬の使いどころ～インスリン離脱症例での使用経験から

～. Diabetes & Incretin Seminar in 松江. 2018年 12月 

 

109. 垣羽寿昭: メトホルミンの使用状況と適正使用. Diabetes Seminar in 松江. 2018

年 12月 

 

110. 垣羽寿昭: 当科における SGLT-2 阻害薬の使用状況について, 介護領域糖尿病

対応力向上委員会の取組みについて. MSD社内研修会. 2018年 12月 

 

111. 垣羽寿昭: 注射療法 (インスリン, GLP-1 誘導体)に関して. 第 5 回糖尿病対応

力向上セミナー. 2019年 1月 

 

112. 垣羽寿昭: 守ろう血管！延ばそう健康寿命！ . 松尾会館はつらつ健康講座 . 

2019年 2月 

 

113. 垣羽寿昭: ライフステージ別の療養指導～高齢期～. 島根糖尿病療養指導士

第 11期第 2回認定研修会. 2019年 3月 

 

114. 垣羽寿昭: 様々な抗糖尿病薬の使用法を考える. 第 146 回 PHIK 講演会. 2019

年 3月 

 



［研究会］ 

 

1. 矢野彰三: NSTについて～栄養評価と栄養投与のスタンダードな考え方～. 卒

後臨床研修早朝セミナー (研修医オリエンテーション). 出雲, 2018年 4月 

 

2. 矢野彰三, 小池抄代, Sheikh AM, 多田裕子, 田中小百合, 杉本利嗣, 長井 篤: 

終末糖化産物による中膜石灰化の機序. 第 2 回日本 Uremic Toxin 研究会学術

集会. 東京, 2018年 4月 

 

3. 矢野彰三: 栄養不良とは, 栄養評価法. 第 1 回栄養セミナー (NST 専門療法士

研修会). 出雲, 2018年 5月 

 

4. 矢野彰三: 栄養投与量. 第 2 回栄養セミナー (NST 専門療法士研修会). 出雲, 

2018年 6月 

 

5. 矢野彰三: Opening Remarks. 第 6回 リンカル山陰の会. 米子, 2018年 6月 

 

6. 矢野彰三: 3大栄養素, 微量元素, ビタミン. 第 3回栄養セミナー (NST専門療

法士研修会). 出雲, 2018年 6月 

 

7. 矢野彰三: 水, 電解質の異常と管理. 第 4 回栄養セミナー (NST 専門療法士研

修会・EBM研修会). 出雲, 2018年 7月 

 

8. 矢野彰三: 経腸栄養 1. 第 5 回栄養セミナー (NST 専門療法士研修会). 出雲, 

2018年 7月 

 

9. 矢野彰三: 経腸栄養 2. 第 6 回栄養セミナー (NST 専門療法士研修会). 出雲, 

2018年 8月 

 

10. 矢野彰三: 静脈栄養 1. 第 7 回栄養セミナー (NST 専門療法士研修会). 出雲, 

2018年 8月 

 

11. 矢野彰三: 静脈栄養 2. 第 8 回栄養セミナー (NST 専門療法士研修会). 出雲, 

2018年 8月 

 

 



12. 矢野彰三: 症例 1: 肝硬変, 症例 2: 熱傷. 第 9回栄養セミナー (NST専門療法

士研修会). 出雲, 2018年 9月 

 

13. 芝尾茉利子, 野津雅和, 和田里美, 田中賢一郎, 田中小百合, 守田美和, 金沢一

平, 山本昌弘, 山内美香, 杉本利嗣: 急激に TSHが低下した慢性腎臓病を伴う

甲状腺機能低下症の 1例. 第 19回山陰内分泌研究会. 米子, 2018年 9月 

 

14. 矢野彰三: 症例 3: 腎不全, 症例 4: 短腸症候群. 第 10回栄養セミナー (NST専

門療法士研修会). 出雲, 2018年 9月 

 

15. 佐藤悦子, 守田美和, 新田多智子, 本田正宏, 服部修三, 中村守彦, 山本昌弘, 

杉本利嗣: 細粒化高アミロース米 100％麺はコシヒカリ米飯よりも食後血糖の

上昇が有意に緩やかである. 島根糖尿病セミナー. 松江, 2018年 9月 

 

16. 吾郷麻衣, 久保田明子, 矢野彰三, 百留亮治: 症例検討会: 治療に難渋した絞

扼性イレウスの一例. 平成 30年度出雲 NST研修会. 出雲, 2018年 10月 

 

17. 矢本琢真, 田中小百合, 山崎遥香, 和田里美, 田中賢一郎, 野津雅和, 守田美和, 

金沢一平, 山本昌弘, 山内美香, 杉本利嗣: 抗GAD抗体弱陽性で発症し 1か月

後に陰性化した高齢劇症１型糖尿病の１例. 第 27 回島根糖尿病セミナー. 松

江, 2018年 10月 

 

18. 野津吉友, 矢野彰三, 山口一人, 安部孝文, 山田和夫, 長井 篤, 田邊一明, 並

河 徹: 日本人の血漿トリメチルアミン-N-オキシド (TMAO)濃度は頸動脈内

膜中膜複合厚 (IMT)と相関しない-Shimane CoHRE Study. 第３回黒潮カンファ

レンス. 松江, 2018年 10月 

 

19. 松崎健太郎, 矢野彰三, 住吉愛里, 紫藤 治, 勝部拓矢, 田畑光正, 奥田充顕, 

杉本八郎, 吉野勝美, 橋本道男: 超高水圧加圧玄米の長期摂取は加齢による骨

密度低下を予防する. 第３回黒潮カンファレンス. 松江, 2018年 10月 

 

20. 下地規夫, 大谷ひろ子, 中村いつ子, 畦智美紀, 土谷比奈子, 野尻友紀子, 池田

香理, 宮村くるみ, 山田ちゑ, 中西朋代, 岡 隆子, 藪 惠美, 澤井澪羽, 越村邦
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